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多極化する社会とキリスト教の可能性

祈りのうた
～時を越え、国境を越え、いま私達と共にある音楽～
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■主催　聖学院大学総合図書館
■後援　聖学院大学総合研究所
　　　　Evangelische  Kirche  Deutschland 社会科学研究所

　宗教改革の中心人物となったマルティン・ルター。その功績の一つにドイツ語訳聖書の
出版があります。このページでは翻訳聖書の大まかな流れを紹介しております。この資料
を含めて会場では宗教改革に類する資料展示を行っておりますので是非ご覧ください。

宗教改革前後の聖書展示資料

ウィクリフ版聖書 （12世紀末頃）

ロラード聖書とも。最初の英語版完訳聖書。
訳者のウィクリフが宗教改革急先鋒と言われていたため、
実物は発見次第焚書、所持者は重罪となるものだった。

ティンダル版聖書 （1526）

エラスムス版の翻訳。活版印刷後
初の英語完訳聖書。

グーテンベルク聖書 （1454）

42行聖書とも。最初の活版印刷
聖書。聖書の普及層が大衆に及ぶ
ようになった切掛け。
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ジュネーブ聖書 （1560）

イギリスの宗教弾圧からスイスに
逃れたプロテスタント達が翻訳
した英語聖書。現在の欽定訳
聖書がでるまで大衆向け聖書の
地位にあった。

Bishop’s Bible （1568）

the Great Bibleの改定版。ジュ
ネーブ聖書に対抗して大衆向けと
して作られたがあまり普及しな
かった。

the Great Bible （1539）

大聖書とも。初の欽定版。
欽定版とは皇帝の命令により
作られた版という意味。

The Holly Bible （1611）

現在の欽定訳聖書と言われて
いる版。
King James Bibleとも

ティンダル版聖書（1526）

エラスムス版聖書 （1516）

ギリシア語聖書の校訂版。
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9月聖書 （1522）

いわゆるルター聖書。
宗教会議後、逃亡生活中に
ドイツ語に翻訳作業を行った。

9月聖書（ ）

the Great Bible（1539）

h ’Bibl （1568）

活版印刷前

活版印刷後

ヘブライ語原典聖書 ギリシャ語訳聖書

ラテン語訳聖書

アメリカ大陸へ

直接影響
凡　例

間接影響

◇第1部◇ 学術の集い

◇第2部◇ 音楽の集い



1953年生まれ。ゲッティンゲン大学
で神学を学び牧師活動を展開後、
ハノーファーのブロンテスタント
組織Hanns-Lilje-Stiftung創立
幹部、ドイツ万博（2000年）における
キリスト教行事のプロテスタント側
責任者を歴任。宗教改革500年を
機に企画した編著書として、『宗教
改革のグローバルな影響』、『労働
から市民社会へ―宗教改革の作
用史』、『ルター2017』、『宗教と教
会の社会的射程―神学と社会
学』など。

Prof. Dr. Gerhard Wegner 
（EKD社会科学研究所長、マールブルク大学教授、実践神学）
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（EKD社会科学研究所長、マー

1941年生まれ。ケルン大学で社会
学を学ぶ。ライプチッヒ大学文化
科学研究所所長およびドイツ諸
研究機関のヴェーバー研究の主要
ポストを歴任。ヴェーバー･ルネ
サンスの中心的立役者の一人。
最近、ヴェーバーの代表的著作
『プロテスタンティズムの倫理と
資本主義の精神』、「理解社会学」
「価値自由性」に関する諸論考を
新たに編纂するなど、ヴェーバーの
正本作成に携わる。

Prof. Dr. Johannes Weiß
（カッセル大学名誉教授、文化社会学、社会哲学）
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　近代の社会は、欧米のキリスト教およびキリスト教文化によって主導されてきました。しかし、現代社会を単一の
中心から説明することはもはや不可能です。かといって、複数の極をまたがった視点に立つことは、それ自身が
単一の視点を形成するという矛盾に陥ります。こうした理解に立ち本講演会では、キリスト教に定位し、その限界を
見据え、それを突破し、この多極化した社会に自らを拓いていく途を模索します。

「多極化する社会とキリスト教の可能性」

　聖学院大学は、1517年、マルチン・ルターの宗教改革によって始まったキリスト教プロテスタン

ティズムが近代世界の成立と展開に果たしてきた貢献を自覚し、その現代文化に対する責任の

遂行と希望ある世界の形成に寄与することを目的として、1988年に設立されました。

　創立30周年である本年は、プロテスタンティズムが誕生してから500年+1年に当たる新たな

出発の年に当たります。聖学院大学総合図書館は、この基点となる年に、「学術と音楽の集い」を

開催し、また同時に、本学が所蔵する宗教改革関係の資料を展示いたします。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－聖学院大学総合図書館長　土方　透
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第1部
学術の集い

◇第一講演◇ 「ルターの自由理解は、文化の壁を越えることができるか？」
講演者：Prof. Dr. Gerhard Wegner氏

クルーガー：Nun danket alle Gott

メンデルスゾーン：Drei motettenより“Laidate Pueri”

シュッツ：Bringt her dem Herren

ルター：Aus Tiefer

メンデルスゾーン：Hear my prayer

トンプソン：Alleluja

佐藤義美作詞、大中恩作曲:犬のおまわりさん

こどもさんびかメドレー

星の界～What a friend we have in Jesus

黒人霊歌メドレー

讃美歌：輝く日を仰ぐとき

Amazing Grace

ルター：Ein' feste Burg ist unser Gott
 　　　（「神は我がやぐら」）

◇第二講演◇ 「世界社会における、キリスト教、人間愛、人権」
講演者：Prof. Dr. Johannes Weiß氏

13:00-16:15   聖学院大学政治経済学部共催

モデレーター　政治経済学部教授　土方　透

　キリスト教プロテスタンティズムは、讃美歌やカンタータといったさまざまの音楽様式を発展させつつ、西洋
クラシック音楽の礎を築き、やがてそれは西洋のみならず現在わたしたちの生きる場であるアジアなどにも広く
伝播しました。プログラム前半では「詩篇と歌」をテーマとし、詩篇を歌詞に用いたクラシック音楽の歌の数々を、
後半では「広がる祈りの歌」をテーマとし、こどもさんびかや黒人霊歌など、より現代に近い幅広い作品の中から
お聴き頂きます。

「祈りのうた ～時を越え、国境を越え、いま私達と共にある音楽～」
第2部

ルター 「神は我がやぐら」フィナーレ

音楽の集い 16:45-18:30 聖学院大学人文学部共催

閉会のあいさつ 聖学院大学学長　総合研究所所長　清水正之

モデレーター　人文学部准教授　久保田　翠
演　奏　　　　コロスタシア アネックス

「日本の公共性をふまえて―倫理学の立場から」
「社会における自己言及と他者理解―社会学の立場から」　

清水正之
土方　透

コメント

◇演奏曲目◇

　古代ギリシア劇の「コロス」（合唱隊）のように、個 人々が舞台で重要な役割を
担うスタイルを目指し、結成された女声６人グループ（木瀬志緒、民秋理、
森有美子、小阪亜矢子、新明裕子、高橋ちはる）。「教会コンサートシリーズ」
「蔵で聴くコンサートシリーズ」を中心に、音楽の楽しみ方を様々な形で提供
する取り組みを行っている。2018年3月には、《輝く日を仰ぐとき》《Amazing 
Grace》など祈りの歌曲を収めたファーストアルバム「アネノネ～祈りのうた」を
リリース。本学准教授の久保田翠がレジデント・コンポーザーとして携って
いる。

《演奏》 コロスタシア アネックス
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